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はじめに
現代的な製塩法が導入される以前、海水の天日濃縮によって生産されていた日本の塩は、その多
くが温暖で降雨量の少ない瀬戸内地方で生産されてきた。つまり、〈塩〉は「晴れの国」岡山を象
徴する産物である。
その岡山における代表的な塩業家は、児島の野﨑家である。江戸時代から続く野﨑家は、明治期
になると、第3代当主であった野﨑武吉郎の経営の下、瀬戸内の塩業界で「塩田王」と称されるほ
どの確固たる地位を築いていた1。
「サラリー」の語源ともされる〈塩〉は、人類にとって必須で貴重な資源であったがゆえに、世
界史上、それは富や権力に結び付きつつ、歴史を動かしてきた2。野﨑武吉郎も、〈塩〉で築いた富
を基礎に、貴族院議員として政界で活動し、また慈善家や美術品の収蔵家としても知られるなど、
その活動は各方面へと及んでいた。とりわけ、その人脈は多彩だったようで、貴族院で会派を同じ
くした近衛篤麿、漢学者の三島中洲や西毅一、パトロンとして支援したロシア文学者の小西増太郎
やアジア主義実業家の白岩龍平などはいずれも野﨑と深い関係を有した人物である3。
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本稿にとって興味深いのは、こうした野﨑家をひとつの結集核として、〈塩〉を媒介としながら
築かれたネットワークが、瀬戸内にとどまらず、さらに東アジアにも拡がっていた、ということで
ある。後述する野﨑家の日記や関連の史料を紐解いていくと、野﨑家が中国や台湾と浅からぬ関係
を有していたことが窺えるのである。果たして野﨑家をはじめとする瀬戸内で生産された〈塩〉
は、東アジアとどのような関係を取り結んでいたのだろうか。
本稿では、明治・清末期に野﨑家を訪れた中国の官紳である張謇と蒋黼というふたりの人物に焦
点を合わせ、彼らがどのような目的で野﨑家を訪れ、野﨑家を中心とする瀬戸内の塩業とどのよう
な関係を取り結んだのか、といった点について、中国側の史料と野﨑家側の史料とを突き合わせな
がら、具体的な考察を行いたい。これによって、当時野﨑家をひとつの結集核として築かれた岡山
と東アジアを結ぶネットワークの一端を明らかにすることができるだろう。
以下、まずはこの張謇と蒋黼というふたりの人物について簡単に紹介したい。
１．張謇と蒋黼について
張謇および蒋黼は、いずれも当時の中国で小さからぬ事績を残した人物である。とりわけ張謇
は、日本の渋沢栄一にしばしば擬せられる通り、中国における近代企業の父といった存在である。
まずはその張謇について、簡単にその事績を見ておきたい。
張謇（1853-1926）、字は季直、季子、号は嗇庵、嗇翁等。原籍は江蘇省通州（現在の南通
市）。祖父、父は農業と陶磁器の商いに従事。4歳から家塾で読書し、のち生員となり、淮軍中の
儒将である慶郡提督呉長慶の幕下で朱子学と桐城派の古文を学ぶ。1894年に一甲第一名で進士（状
元）に合格し、翰林院修撰を授かる。その直後、日清戦争が勃発すると李鴻章批判に加わる。95
年、両江総督代理の張之洞の依頼で綿紡績工場の設立計画に「官・商の郵」として参加。99年5月
に操業開始に漕ぎ着ける。これが名高い大生紗廠である。義和団事件以降は、開墾殖綿のための通
海墾牧公司に着手。続いて搾油・製塩・漁業・製糸・製粉・鉄工・運輸各分野に企業を設立。大生
紗廠はその後全国屈指の大企業に成長する。
経営以外の面では、「変法平議」を上奏、議会制・近代教育などの改革案を訴え、1902年、南通
師範学校の創立に取り組む。また上海復旦などの創設・維持への協力、江蘇教育会の創設等、近代
教育普及に奮闘した。
政治面では、清朝が1906年9月憲法制定に向けて動き出すと、直ちに予備立憲公会を設立、全国
的な立憲運動を指導。11年10月に武昌起義が勃発すると、「立憲」共和（共ニ和ス）主義へと部分
的に転換し、擁袁共和・南北議和のために奔走。翌12年臨時政府の樹立に伴い実業部総長に任命さ
れる。のち熊希齢内閣では農商部総長として入閣。有名な「綿鉄主義」を掲げ、実業振興の法制整
備等に努力した。
1920代初め、民国以降設立された塩墾公司20社が災害に遇って軒並み巨額の欠損を抱え、また肝
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4 中井英基「張謇」（山田辰雄編『近代中国人名辞典』、霞山会、1995）、1121-1123頁より抜粋した。なお張
謇については、近代中国における民族資本家の代表格として、日本でも多くの研究が存在する。代表的なもの
として、藤岡喜久男『張謇と辛亥革命』（北海道大学図書刊行会、1985）、中井英基『張謇と中国近代企業』
（北海道大学図書刊行会、1996）が挙げられる。また張謇が試みた塩政改革に関しては、渡辺惇氏による「張
謇の塩業経営と塩政改革運動」（駒沢史学会『駒沢史学』47、1994）をはじめとする一連の研究があり、本稿
作成に際して大いに参照させていただいた。
5	 以上、拙論「「中国教育史」の誕生―蒋黼『中国教育史資料』に関する一考察―」（古垣光一編『アジア教
育史学の開拓』、アジア教育史学会、2012）。
心の大生紗廠が経済不況のために赤字に転落すると、張謇が築いた「南通王国」は内部から崩壊。
そのような状況下でも学校と河工の視察を怠ることはなかったが、26年ついに南通で病死した4。
次に蒋黼についても簡単に見ておこう。彼の名は張謇ほどよく知られていないが、しかし彼は、
著名な学者・政治家で、日本との関係も深かった羅振玉の盟友として、清末時期の農学や教育学を
切り開いた陰の功労者といいうる人物である。
蒋黼（出生年不明-1911）、字は伯斧、また蒋黻、蒋斧とも称す。江蘇呉県の人。祖父錫宝は道
光年間の進士、父清翊は浙江武義県知県で学者という家系に生まれた。幼い頃から父の官舎住ま
いで、経書に親しむとともに官吏の仕事を習ったという。一時父の差配により湖北で見習いの官吏
となったが、彼の好むところとはならず、のち江蘇淮安に住まいを遷して、老疾の父および母のも
と、門を閉ざして学問に打ち込んだ。しかし時勢の危急に心を傷めると、農をもって国の根本とす
べく、羅振玉とともに上海に学農社を設立し、富強の方途を模索した。もっとも、1年を経ずして
再び母のもとへ戻り、のち捐納して郎官となるも出仕することはなかった。こののち羅振玉のあっ
せんで翻意し、学部二等諮議官として北京で仕えることとなった。さらに京師大学堂で小学（文字
の学）を講じた。1911年冬、北京で卒す。性格はおとなしく、著述は慎重で、草稿は多かったが、
成書はなかったという。
蒋黼は以上の活動のほかに、羅振玉とともに日本語学校である東文学社を設立し、また草創期に
おける学校教科書を編纂し、教育学研究の基礎を築くといった活動に従事し、大きく変貌する清末
期の中国で、その最前線に立った人物である5。
以上、張謇と蒋黼というふたりの人物について簡単に見た。ではこうした彼らはいかなる経緯で
日本を訪れることになったのだろうか。以下、節をあらためて見ていきたい。
２．張謇と蒋黼の日本訪問
日清戦争における中国の敗北は、中国の朝野に大きな衝撃をもたらした。中国で本格的な改革運
動が興るのは、この日清戦争以降といってよい。こうしたなか、中国の官紳による注目の対象と
なったのが、昨日までの敵でありながら、明治維新以降30年で大きく変貌を遂げた明治日本であっ
た。これ以降、日中間で翻訳書、留学、視察団の派遣、お雇い教習等を通じて、両国の距離は急速
に近づいていった。とりわけ義和団事件以降、清朝が「変法〔祖法の変更…筆者、以下同様〕」へ
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6 李明勛、尤世瑋主編『張謇全集』（上海辞書出版社、2012）4、34-62頁。
7 同上『張謇全集』8、536頁。
と明確に舵を切ると、その流れは一気に加速し、清朝は明治日本をモデルとした各方面の改革を推
し進めていくこととなるのである（光緒新政）。
張謇もそのよく知られる「変法平議」（1901）において、『孟子』の「智慧ありと雖も、勢い
に乗ずるに如かず。鎡基〔よい農具〕ありと雖も、時を待つに如
し
かず」という一句をひき、変法の
時機が到来したことを述べ、フランスのナポレオン、アメリカのワシントン、ドイツのヴィルヘル
ム、日本の明治天皇を引き合いに出しながら、「其の変法皆な創巨痛深に出で、而して勢いに因り
て委蛇〔曲折〕し、屡
しば
しば進みて屡しば変わるは、蓋し数十年にして未だ已まず。何ぞ況や中国の
元明制度に沿い、吏其の奸に窟し、官弊に養われ、浸淫漸漬〔じょじょに染みこむこと〕すること
六百余年の久しき者においてをや」と強い調子で旧弊に泥んだ中国が改革を断行すべきことを訴え
た。そして、ここで提起された全42項目に及ぶ変法のための具体策には、随処に日本の明治維新の
経験が盛られていたのである6。
こうした張謇が実際に日本を訪れ、自らの目で日本の変貌ぶりを確かめたいと思うのは自然なこ
とであろう。張謇は、日本への視察を決心した経緯について、自ら次のように述べている。
丙戌〔1886年〕の会試に報罷〔落第〕せしより、即
ただ
ちに謂
おも
えらく、中国須く実業を振興すべ
く、其の責任須く士大夫に在り、と。因りて先に農桑を事とし、八年の辯論を竭
つ
くし、争進の
力を抵持するも、僅かに一海門蚕業を成すのみ。甲午〔1894年〕の後、乃ち実業と教育を以
て迭
かた
みに相い用と為すの思い有り、紡廠を画するを経、又た五年して後ち著效す。比時〔当
時〕、即ちに東游して考察せんことを擬するも、会
たま
たま世、多故たりて〔世に変乱が多く〕、
讒言高張し、其の描画するに勝えざるを懼
おそ
れて止む。今年正月、徐積餘〔乃昌〕、江寧より日
本領事天野君博覧会の請書を寄せ来たし、乃ち決す7。
このように、日清戦争以降、実業と教育の振興を志した張謇は、その当時からすでに日本への視
察を計画していたが、のちのおそらくは戊戌政変や義和団事件による混乱で実現できず、1903年
に大阪で開催される内国勧業博覧会の招待状を受け取り、ようやく渡日を決めた、ということであ
る。こうして、念願であった日本視察が、同年4月25日（旧暦、以下同様）から6月初6日までの約2
か月半（閏5月を含む）にわたって、実施されることとなった。
一方、この当時の蒋黼も、張謇同様、日清戦争以降の時勢の急に発奮して、上海で各種事業に取
り組んでいた。盟友である羅振玉とともに、農学の振興のために設立した学農社の活動、その機関
誌『農学報』の発刊、『農学報』の日本語記事翻訳のために創設した東文学社での活動等はいずれ
もこれである。戊戌政変によって、彼は一旦上海を離れるものの、教科書の編纂など教育分野に活
動の幅を広げながら、経世の志を持ち続けていた。しかも、留意すべきは、こうした農学にせよ、
教科書にせよ、いずれもが明治日本の農学や教育学を大いに参照しながら構想されていた、という
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8 以上、前掲拙論参照。
9 同書の影印本は、王宝平主編『晩清中国人日本考察記集成―教育考察記―』（杭州大学出版社、1999）に収
録されている。
10	同書の影印本は故宮博物院編『故宮珍本叢刊』272冊（海南出版社、2001）に収録されている。
11	念忱「中日文化的交光互影―蒋黼日記与日本大阪内国博覧会―」（『中国教育報』8月15日、2010）。
12	前掲『張謇全集』8、537頁。
ことである。このような蒋黼が、
張謇同様、教育と実業の視察を目
的として日本へと向かったのも、
ごく自然なことであっただろう。
蒋黼もまた、羅振玉を介して、内
国勧業博覧会の招待状を手にし、
張謇と同じ日程で、日本への視察
へと赴くのである8。
幸いなことに、この両者のいず
れについても、この視察旅行中の
日記が毎日欠かすことなく記され
ており、今日、我われが目にする
ことができる。張謇『癸卯東游日
記』（図1、以下張謇『日記』）と
蒋黼『東游日記』（図2、以下蒋
黼『日記』）がそれである。張謇
『日記』は、光緒29（1903）年8月
15日に翰墨林書局より印行、全41
頁、巻末には「紀行二十五首」が
収められている9。一方の蒋黼『日
記』は巻末に「蘇城宮巷中斐韞斎
刻印」と見えるのみで刊年は記さ
れていない。また扉には浙江嘉善
の挙人張祖廉ならびに羅振玉の題字が見える。全68頁、巻末には「調査日本塩業記」、「答友人問
日本教育概略書」の2篇が附録されている10。なおこの刊本以外に、復旦大学図書館には『浮海日
記』と題される抄本も存在するという11。
張謇と蒋黼が同行することになった経緯について、張謇の『日記』には、「邂逅して偕
とも
にする者
は蒋伯斧（黼）、故
いにしえ
の農会の友なり」とあるので12、それは半ば偶然のことだったようである。蒋
図1　張謇『癸卯東游日記』
図2　蒋黼『東游日記』
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13 同上『張謇全集』4、44-45頁。前掲渡辺惇「張謇の塩業経営と塩政改革運動」、185-186頁。
黼の日記によれば、羅振玉から今回の旅は旧知の者が多いと聞かされていたが、「上海に抵
いた
り、叔
蘊〔羅振玉〕に晤し〔あい〕、同游の諸友皆な已に期に先んじて出発するを知る。惟だ張君季直
〔張謇〕のみ後に至りて尚お未だ行かず。因りて約して後日同舟して東往せんことを定む」とある
ので、やはりたまたまふたりが同行することになったようである。ともあれ、ふたりは農会関係で
旧知の間柄だったようで、こののちほぼ行動をともにし、日本に到着以降、南は長崎から北は北海
道まで、ともに精力的な視察を行うのである。
ふたりの主要な視察対象は、博覧会の他、各種学校ならびに工場、会社、博物館などで、特に学
校については、幼稚園から大学、各種実業学校、師範学校、専門学校等全20箇所以上を訪れてい
た。またこの間、多くの日本人とも交わっており、著名な人物に限っても、漢学者藤沢南岳、漢
学者で朝日新聞記者西村天囚、同じく当時朝日新聞記者だった内藤湖南、朝日新聞社主村山龍平、
朝日新聞社長上野理一、前文部次官で三十四銀行頭取小山健三、大阪商業会議所会頭土居通夫、前
福井県知事で朝日新聞記者関新吾、東京高等師範学校校長嘉納治五郎、札幌農学校校長佐藤昌介、
札幌農学校教授南鷹次郎、子爵で東亜同文会副会長長岡護美、楽善堂主人で東亜同文会会員岸田吟
香、前文部大輔で枢密顧問官田中不二麿、そして岡山の塩業家野﨑武吉郎等がいた。
以下、節をあらためて、張謇と蒋黼がいかなる経緯で野﨑家を訪問し、瀬戸内の塩業地で何を
行ったのかを見よう。
３．張謇と蒋黼の野﨑家訪問
張謇と蒋黼のいずれもが、必ずしも当初から日本の塩業視察を目的としていたわけではなかった
ようである。しかし両者ともに、実業の振興に強い関心を有していたことは先述の通りである。と
りわけ張謇は、出身地である通州に呂四という塩場があり、この時すでに清朝政府の塩政に対して
改革意見をもっていた。彼は先述の「変法平議」のなかで「改塩法」を提起し、そこで弊害の多い
「引地食岸」の塩法、すなわち世襲の特許商人にのみ塩を販売させ、塩税納入を請負わせる商専売
制に強く反対し、近代的生産・経営のもと、塩税を生産地で一括して徴収し、販売を自由化する方
法を提起していた13。こうした張謇が日本の塩業や塩業行政に強い関心を示したのは、ごく自然な
ことであっただろう。
両者の日記を捲っていくと、まず塩業関係が現れるのは、5月15日の勧業博覧会で参観した水産
館についての記述である。ここで張謇は、宮城の第一等の塩が通州の余東と同じで、呂四には及ば
ないとし、通州の塩に自信を示している。さらに彼の塩政についての持論が展開され、企業を設立
して新たな製塩法を実施し、「就場徴税」によって塩税を生産地で一括徴収すれば、「私
しきょう
梟〔私塩
集団〕」もいなくなり、「洋塩」にも対抗できるとし、さらにそれを実行に移す「気魄の人」が必
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14 同上『張謇全集』8、548頁。原文は以下の通り。
	 午後看博覧会水産館、通州可参酌倣行者、唯十勝川之魚籞、浜名湖之騖池。若養蠣法採自厦門、不知寧台之
産也。宮城之塩、其第一等与余東同、不逮呂四也。日本産塩不足供民食、比藉台湾塩運入以贍之。方庚子後、
訂各国商約、有洋塩進口之請、其時華之塩官商大嘩。余謂劉忠誠公〔劉坤一〕、是無妨、不過私梟中多一洋旗
而己、若以設廠造塩之新法、行就場徴税之名言、梟且化為商、何有於洋人。余意許洋塩入口、宜増華塩入各国
口一条、以抵其利益。劉忠誠公謝言「無此気魄」。夫世界気魄人造之、天之気魄則摶摶大地、高者山、而下者
沢耳、寧便可倚。適有所触、牽連記之。
15	同上『張謇全集』8、562頁。
16	この事業を進めた通海墾牧公司については、前掲中井英基『張謇と中国近代企業』、第Ⅲ部、「通海墾牧公
司の設立と経営」参照。
17 前掲『張謇全集』8、562頁。
18	王惕斎については、王宝平「明治前期に渡日した浙江商人王惕斎の研究」（山田奨治、郭南燕編『江南文化
と日本―資料・人的交流の再発掘―』、国際日本文化研究センター、2012）に詳しい。
19 前掲『張謇全集』8、563頁。原文は以下の通り。なおこの間の蒋黼『日記』には塩業関係の記述はほとんど
見えない。
　与伯斧、実甫〔孫実甫〕同至博覧会水産館専考塩産。其有模型可見者、一兵庫県姫路市大野町、一香川県木田
郡潟元村、一愛援県越智郡令治町、一広島県松永町津田沼、一岡山県浅口郡玉島町。独味野村有塩品而無模
型。欲尽観之、以広参考、然香川、愛媛在四国島、恐行促不能去矣。
20	大阪府知事の紹介状を得て各地を回ったということは、蒋黼「調査日本塩業記」に見える。
21	井上惣兵衛訪問時の張謇『日記』の記述は、以下の通りである。前掲『張謇全集』8、564頁。
	 一日、…午後二時、惕斎、伯斧同附汽車至姫路駅堀田旅館、復至五良右衛門町訪改良塩釜人井上惣兵衛及大
野町鋳釜人尾上久三郎。釜凡六号、四号最適於用。一号釜按曲尺広七尺一寸、長一丈一尺五寸、深三寸、用鹵
六百二十五斤、成塩二百五十斤。四号広八尺、長一丈二尺、深三寸六分、用鹵七百五十斤、成塩三百斤。六号
要である、と説かれる。ここに塩政改革に対する彼の熱意を見て取ることができよう14。
こののち両者は東京を経て、さらに北海道へと向かう。その視察を終えた閏5月23日、東京での
張謇の日記に、「三兄の訊を得、呂四の塩垣、事成るを知る」と見える15。張謇の兄張詧
さつ
からのこ
の知らせは、おそらく張謇兄弟が当時進めていた呂四の塩場の開墾事業がひと区切りつき、後述
する製塩会社設立の目処が立ったことを意味するものだろう16。その翌日24日の張謇の日記には、
「惕斎を詣し製塩の事を商考す」と見え17、早速製塩関係の相談を東京在住の華商であった王惕斎
にもちかけいてたことがわかる18。さらに同月27日の日記には、「小山〔小山健三〕に就いて岡山
県児島郡味野村製塩の事を考う」とも見え、この間、具体的に野﨑家を含む日本の塩業の視察を計
画しはじめたようである。そして、翌28日、再び内国勧業博覧会の水産館を訪れ、専ら塩業関係の
展示を参観した上で、旅程の関係から視察地を本州に限定し、瀬戸内の塩業を視察することに決め
るのである19。
３．１．張謇と蒋黼の『日記』に見える両者の野﨑家訪問
こうして張謇と蒋黼、さらに通訳役の王惕斎は、大阪府知事の紹介状を得て、翌々日の6月1日
には早速大阪を発った20。訪ねた先は、兵庫県姫路市大野町の製塩用石釜の改良にとりくんだ実業
家・井上惣兵衛、岡山県児島郡味野村（現倉敷市児島味野）の野﨑家、さらに広島県松永町（現福
山市松永町）の塩業調査所である。張謇、蒋黼両者の『日記』によれば、主として、井上惣兵衛の
ところではその改良塩釜を視察し21、さらに塩業調査所ではアメリカ式の製塩法および堀田信男の
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広九尺五寸、長一丈三尺、深四寸、用鹵一千斤、成塩四百斤。釜坐均高一尺二寸。凡煎二小時成一釜、一昼夜
十釜、用三池石炭一千六百斤。三池、産石炭之良者、其劣者須二千斤。四号二人一班、昼夜更替。六号則三人
為一班、毎人工食毎日四十四銭、上塩一斗、計十八斤十二両、値十八銭。次十六、又次十五。台湾塩再製、与
内地塩上等比重、台塩鹹味九十六、内塩鹹味九十二。其再製之法、凡塩百斤加鹵一百八十斤、澱去渣滓、成上
塩一百三十斤。煎成之度合華氏表二百十度、摂氏表一百度。
　蒋黼『日記』の記述は、以下の通りである。蒋黼『東游日記』、58-59頁。
　六月朔、…約惕斎同行、因欲迂道瀬戸海浜、視察塩業、故請其為舌人也。十一時抵神戸、至東源号小憩。午
後二時、登山陽鉄路汽車、途中遇雨、晩抵姫路県、至大野町訪井上總兵衛。此君改良煎塩之釜、経農商務省特
許専売者也。其釜皆長方式、共有六等、縦自七尺一寸至九尺五寸、横自一丈五寸至一丈三尺、厚一寸。釜底塗
以粉土、則耐久用、而塩色美。其値自百八十円至三百二十円。晩宿日本同盟旅館。
22 塩業調査所訪問時の張謇『日記』の記述は、以下の通りである。前掲『張謇全集』8、565頁。
　初三日、至塩業調査所、晤技師林庸介、導観塩田及美国〔米国〕製塩法。美法用鎊浦一匹八馬力、一昼夜用
石炭一万斤、内外鍋炉二、容鹵一昼夜二千五百石至三千石、成塩一百石。鎊浦間、汽炉間昼夜各一人、漉塩、
挑塩小工昼夜四班、毎班二人、工資四十銭。其鹵槽容一百石、鹵池容三千石、一石重五千二百両。凡清水雨水
四十八貫、鹹水五十貫至五十二貫。日本塩法、百分中水分及夾雑物七至十四、塩田水一石、内有塩三斗五升或
三斗二十度濃汁。其全機及廠屋須四五万円。復詢美法塩価、則日本法塩一貫目値約四銭、美法塩一貫目値約二
銭云。別有大木盤十、以三盤置泥砂、石砂、石炭細屑、試験含鹵多寡、石炭屑最良、次泥沙、又次石砂。其七
盤測験鹵水之濃淡。盤有坐、有蓋、有軌道、晴雨可移。第一盤曬一日、移第二盤、以次至七盤、鹹度益濃、便
可用。香川県所謂無塩田者、意即此法。亦有儀器測候風雨燥湿。復至堀田信男製造機械会社、観新発明之重底
釜、蓋因美法而簡之、与井上法不同、皆良於旧法、値五百余円。然則子母兼権、井上、堀田二法皆可試用、美
法与我時尚未宜。十二時附汽車至尾道、午後二時易車、十時至馬関、汽船接渡十五分、至門司登車。
　蒋黼『日記』の記述は、以下の通りである。前掲蒋黼『東游日記』、60頁。
　初三日、晴、晨起至塩業調査所、晤其技師林庸介、導観塩田及美国式製塩廠法。其旁有測候台、亦林氏主
之。其儀器半自欧州購帰、而風雨寒暖燥湿諸表、皆日本所自製矣。復至機械会社、観堀田信男新発明之二重底
塩釜、毎具価五百余円。十二時乗汽車至尾道小憩…。
23 前掲『張謇全集』8、564-565頁。
二重底釜を視察したようである22。以下、同じく両者の『日記』に基づきながら、ふたりが野﨑家
を訪れた際の様子を具体的に見ていこう。
まず、張謇『日記』に見える当日の様子は、以下の通りであった。
初二日、早に五時に登車し、十時に倉敷に至る。易
か
うるに人力車に乗り、三十里にして味野村
に至る。或いは二十四里と云う。中、二村を経。籐戸と曰い、福岡と曰う。皆な小学校有り。
野﨑武吉郎を訪ね、因りて其の塩田を観る。田、琴浦の両岸に夾まれ、石甃を塘
つつみ
と為し、閘を
置きて潮を引く。田に周
あまね
くこと四旁たり、鹵を砂に漬け、因りて井に淋
したた
り、井より筧
かけい
を通じて
以て池に入る。池と竈とは一垣を隔て、距つこと僅か五六尺のみ。凡そ塩田十坪、其の井鹵は
十四石五斗を得、一昼夜煎ること九次を可とす。税は則ち凡そ塩田一町に三十五円、国税、県
税、地方税は胥
み
な此の数に賅
そな
わる。塘角に亦た測候所有り。野崎、釜を有すること百、蓋し商
の雄者たり。故に貴族院議員たり。行に臨みて堅く留められ、其の迨暇堂の別業に至りて小飲
し、書を索
もと
めらる。帰途大雨なるも、仍お汽車に附して松永町に至る。松鶴楼旅館に宿る。夜
分十一時に已む23。
次に、蒋黼『日記』に見える記述は、以下の通りであった。
初二日、午前、陰
くもり
、五時に汽車に登り、十時に倉敷駅に至る。人力車に換えて味埜村に至り、
野崎武吉郎を訪ぬ。味埜、倉敷を距つこと日程四五里にして、塗
ママ
〔途〕中奇険の景無く、水平
明治・清末期、野﨑家を訪問した中国の官紳―張謇と蒋黼―　　土屋　洋
10
24 前掲蒋黼『東游日記』、59頁。
25	以上、谷口澄夫「児島・野崎家の売用日記について」（『倉敷の歴史』3、倉敷市総務局総務部市史編纂室、
1993）、118-119頁。
らにして山遠く、秀色人を迎う。酷く木瀆、光福〔蘇州府、太湖湖畔の地名〕及び杭州の風景
に似る。中、村落二処有り。一は藤戸と曰い、一は福岡と曰う。福岡に在りて午餐す。二時、
味埜に抵
いた
り、野崎君に晤す。野崎の祖は岡山の藩臣たり。昔年、味埜は海浜の荒村たるも、野
崎氏始めて民に教えて墾闢せしめ、且つ為に塩業を興す。今は則ち儼然として一の小小たる都
会にして、野崎氏も亦た山陽の巨富たり。野崎氏、維新以前に在りて功を以て士族に升り、今
又た納税数多きを以て貴族議員たり。予等因りて其の紀綱〔僕人〕と偕
とも
に海浜に至り、其の塩
田、塩竈を観る。観畢
おわ
り、野崎氏其の別業迨暇堂に至りて小飲するを邀
もと
む。屋宇閎暢にして、
百席を容れ（縦六尺横三尺を一席と為す。日人室中皆な席を敷く。故に室の広狭を度
はか
るに皆な
席を以て之れを計る。猶お古人の几、席、筵を度るの意有るべし）、軒を開きて四望するに、
山光海気、几案に照映す。同坐するは其の門客高野氏たり。高野詩を能くす。悤悤として暇あ
らず、倡和、筆談するも、片刻にして別
わか
る。四時に雨を冒して倉敷に回り、九時に汽車に登
り、十一時に松永駅に抵
いた
る。松鶴楼旅館に宿る24。
以上、張謇、蒋黼両者の『日記』中に見える野﨑家訪問時の様子を見た。張謇が実際に塩政や塩業
に関わっているだけあって、塩業の技術的、制度的側面の細部までをつぶさに視察していた様子が窺
える。一方の蒋黼は児島の風景や宴席をむしろ楽しんでいたかのようであるが、もとより蒋黼はこの
『日記』以外に「調査日本塩業記」という一文をしたため、そこで野﨑家の製塩法について詳しく紹
介していたから、彼にとってもやはり、野崎家の塩田は興味深い視察対象であったのだろう。
３．２．野﨑家側の史料に見える張謇と蒋黼の野﨑家訪問
以下、目を転じて、野﨑家側の史料を用いながら、あらためて張謇、蒋黼が野﨑家を訪問した当
日の様子を見ることとしたい。
そこで、まず確認したいのは、今日、野﨑家塩業歴史館に保管され、『売用日記』と総称される
野﨑家の公用日記である。天保11（1840）年5月1日から大正9（1920）年7月4日までの約80年間に
わたり記され続け、その数220冊に垂んとするこの日記は、野﨑家にかかわる公私の主な事項を執
事や支配人の地位にある人物が毎日記録し続けたものである25。そこには張謇、蒋黼が野﨑家を訪
れた光緒29（1903）年6月初2日、すなわち明治36年7月25日の記録も残されており（図3）、以下の
通り、記されていた。
七月廿五日　朝快晴後曇雨
〔前略〕
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○午後一時半頃、清国人張謇
（通州民立師範学校校長、通海
墾牧株式会社社長、大生紡績会
社社長、清国江蘇通州人、字季
直）、蒋黼（上海農会幹事、清
国江蘇呉県人、字伯斧）、王惕
斎（東京市京橋区西紺屋町七番
地）ノ三氏来訪、家長面会セ
ラル、凡ソ三十分許リニシテ出
門、塩田観覧ニ赴カレ、帰途迨
暇堂ヘ立寄ラレ、同所ニテ一酒
差出ス、午後四時半頃出発、倉
敷ヘ向ケ赴カレタリ。
〔後略〕
このように、簡略ながらも、当日、張謇、蒋黼および王惕斎が野﨑家を訪れ、野﨑武吉郎と30分
ばかり面会し、その後、塩田を参観、さらに野﨑家の別邸である迨暇堂で酒席が設けられたことが
記され、ここからも張謇、蒋黼の訪問の様子を確認できる。なお「迨暇」とは『詩経』の「我が暇
に迨
およ
んで、此の湑
しょ
〔酒〕を飲まん」という一句からとられたものである。
張謇『日記』には、この迨暇堂での酒席で「書を索
もと
めらる」と見え、また蒋黼『日記』にも、迨
暇堂の様子が詳しく描かれ、そこで「倡和、筆談す」と見える。今日、野﨑家塩業歴史館にはこの
時に残されたものであろう張謇と蒋黼の手になる書が残されている。そこで次に、これらの書につ
いて見ていくこととしよう。
まず張謇の書であるが、今日目にできるのは、条幅2点（図4,5）、扇面1点（図6）、手札2点
（図7,8）である。以下、それぞれについて、試みに釈文と訓読を示したい。
まず1点目の条幅（図4）であるが、以下の通りである。
漉沙成潔、熬波出素。
積雪中春、飛霜暑路。
野﨑先生憲正。張謇
沙に漉
こ
し潔を成し、波を熬
い
りて素を出だす。
雪を中春に積みて、霜を暑路に飛ばす。
野﨑先生憲正せよ。張謇
これは南北朝時代の南斉の士人張融による「海賦」中の4句であり、かつての中国における製塩
の様子を詠んだものとして知られるものである。野﨑家の塩田を参観して張謇が思い浮かべたのが
図3　『売用日記』
明治・清末期、野﨑家を訪問した中国の官紳―張謇と蒋黼―　　土屋　洋
12
26 「海賦」は張融伝に見えるものを参照した。『南斉書』巻41、列伝22。
この4句であったのだろう。ただし、第1句は原文では、
「漉沙構白〔沙に漉し白を構う〕」となっており26、張謇
は野﨑に正すよう求めている。
2点目の条幅（図5）は、以下の通りである。
奉橘三百枚。霜未降、故不能佳。
右軍　送橘帖
野﨑先生正之。清国張謇
橘三百枚を奉る。霜未だ降らず、故に佳なる能わず。
右軍　送橘帖
野﨑先生之を正せよ。清国張謇
これは書聖と称えられた東晋の政治家・書家王義之
（王右軍）の著名な法帖のひとつである「奉橘帖」を記
したものである。ここでは、王義之同様、流暢な行草書
によって揮毫されている。ただし、第3句は原文では、
「未可多得〔未だ多くを得べからず〕」となっており、
ここでも張謇は野﨑に正すよう求めている。
次に、扇面（図6）には、以下の通り、記されている。
握手重為咲、霜華髩已催。
艱難五年別、辛苦百憂来。
古義尋僑札、当筵有馬枚。
莫談王伯略、且覆掌中杯。
喜見西邨君
野﨑先生　張謇
握手して重ねて為めに咲
わら
う、霜
華の髩
びん
已に催
せま
る。
艱難たる五年の別れ、辛苦して
百憂来たる。
古義、僑札〔朋友の交〕を尋ぬれば、筵
えん
に当たり馬枚〔内藤湖南〕有り。
王伯〔王道と覇道〕の略
はかりごと
を談ずる莫かれ、且
しばら
くは掌中の杯を覆さん。
喜びて西邨君を見る
野﨑先生　張謇
図6　張謇扇面
図5　張謇条幅2図4　張謇条幅1
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27 前掲『張謇全集』8、546頁。ただし、若干の文字の異同はある。
28	前掲蒋黼『東游日記』、19頁。
29	「紀行二十五首」では第3句の「但」は「儻」に、「足」は「美」に作る。前掲『張謇全集』7、129頁。
再会の喜びを詠んだ五言律詩であるが、ただしこれは野﨑
との出会いを詠んだものではなく、漢学者で朝日新聞記者で
あった西村天囚のために詠んだ詩である。張謇『日記』の5
月13日の条に、朝日新聞社の村山龍平、上野理一、西村天因
の3者が張謇と蒋黼を招いて大阪の網島で宴席を開いた、と
の記述が見える。そこには「西村君書を索め、復た詩を作り
て之に貽
おく
る。「喜見西村君於大阪」…」とあり、同じ詩が掲
げられている27。蒋黼『日記』によれば、当日の参加者はこ
の5名のほかに、小山健三、内藤湖南等7名をあわせた計12
名であり、野﨑はこの場にいなかった28。おそらくは野﨑家
で新作を作る時間のなかった張謇が、近作のこの詩を揮毫し
て、野﨑に贈ったのであろう。
さらに、手札に目を移すと、1点目（図7）には、以下の通
り、記されていた。
布帆如雪水如藍、樹裏人家水気含。
但得年年魚稲足、浜名湖住勝江南。
東游紀行詩之一詠　請
野﨑先生審定。清国張謇
布帆、雪の如く、水、藍の如し、樹裏の人家、水気を含
む。
但だ年年魚稲の足れるを得ば、浜名湖の住、江南に勝ら
ん。
東游紀行詩の一詠　請うらくは
野﨑先生審定せよ。清国張謇
これは張謇『日記』の巻末に収録される「紀行二十五首」
中の一首であり29、中国の江南にも劣らない浜名湖の景勝を
詠んだものである。これも近作の詩ということで、野﨑に
贈ったものであろう。
次に、2点目（図8）の手札には、以下の通り、記されてい
る。
図7　張謇手札1
図8　張謇手札2
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30 同上『張謇全集』7、130頁。
倉猝過訪、辱承厚愛。旅人叨荷、万分行遽。不能久奉清談、謹此為別。異日東来、当再脩謁。
野﨑先生侍史　張謇拝啓
倉猝なる過訪なるも、辱
かたじけな
くも厚愛を承く。旅人、叨
と う か
荷する〔かたじけなくも恩恵を受ける〕
も、万分〔なにぶん〕、行遽
にわ
かなり。久しく清談を奉ずる能わず、謹みて此こに別れと為す。
異日東来せば、当に再び脩謁すべし。
野﨑先生侍史　張謇拝啓
これは張謇が野﨑家を去る際にしたためた尺牘であろう。慌ただしい訪問にも関わらず温かいも
てなしを受けたことへの感謝とゆっくり話ができなかったことに対する心残り、将来の再訪への期
待が述べられていよう。簡潔ながら、張謇の心遣いがよく窺える一文である。
以上が今日野﨑家塩業歴史館に残される張謇の書であるが、この他に張謇が野﨑家を離れたのち
に作られたであろう七言絶句が、上述の「紀行二十五首」中に収められている。最後に併せて見て
おくこととしたい。それは、以下の通り、上述の「海賦」中の4句を彷彿とさせるのもので、加え
て迨暇堂の豪気さを詠んだものである。
百釜熬波積暑霜、漉沙成滷石成塘。
淮南馬鮑今何在、尽有豪情迨暇堂。
（味野村鹹商野崎武吉郎、愛客好文、有迨暇堂、其広百席。）30
百釜、波を熬
い
りて暑霜を積み、沙を漉
こ
して滷を成し、石は塘
つつみ
を成す。
淮南の馬鮑、今何
いずこ
に在らん、尽く豪情有るは迨暇堂。
（味野村鹹商野崎武吉郎、客を愛し文を好む、迨暇堂有り、其の広きこと百席。）
以上、張謇が野﨑家に残した書について見てきたが、次に、蒋黼が野﨑家に残した書についても
見ておきたい。蒋黼の書で今日目にできるのは、手札1点（図9）であり、そこには、以下のように
記されていた。
繞閣渓流碧有痕、好山無数恰当門。
暮雲散尽月初上、一片金波落酒尊。
大阪金波楼宴集絶句。今登迨暇之堂、風景彷彿似之、謹録旧作。乞
野﨑先生正之。清国蒋黼
閣を繞る渓流、碧
あお
くして痕
かげ
有り、好山無数にして恰かも門に当つ。
暮雲、散じ尽き、月、初めて上り、一片の金波〔月光〕、酒尊〔酒樽〕に落つ。
大阪金波楼の宴に絶句を集む。今、迨暇の堂に登り、風景、彷彿として之に似たれば、謹みて
旧作を録す。乞うらくは
野﨑先生之を正せよ。清国蒋黼
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31 前掲蒋黼『東游日記』、59頁。
32 林炳章『癸卯東游日記』（刊年不詳、今前掲王宝平主編『晩清中国人日本考察記集成―教育考察記―』）、
65頁。
これももともとは上述の大阪の網島での宴席上で作ら
れたもので、その時の光景を七言絶句に詠ったものであ
る。蒋黼『日記』の5月13日の条には、これと同じ詩を見
ることができる。落款に見える通り、迨暇堂の光景が大
阪金波楼を彷彿とさせるものであったため、この詩を再
録して野﨑に贈ったということである。
以上、蒋黼が野﨑家に残した詩を見たが、これ以外
に、蒋黼もまたその『日記』中に、野﨑家訪問当日の様
子を詠んだ詩を録しているので、最後にこれを見ておき
たい。6月初2日の条の最後に附されたその七言絶句は、
以下のような、彼の故郷に似た愛すべき倉敷の風景を詠
んだものである。
倉敷道中
山下平疇尽挿秧、小橋曲水荇絲長。
峰巒蘊藉松筠秀、絶愛風光似故郷。31
倉敷道中
山下の平疇、尽く秧
なえ
を挿し、小橋曲水、荇
あさざ
の絲長し。
峰
ほうらん
巒〔山々〕蘊
うんしゃ
藉〔ゆったりつつみこむ〕たりて、松
しょういん
筠秀
ひい
づ、絶
はなは
だ愛す風光、故郷に似たり。
４．〈塩〉が取り結んだ交流
以上、張謇と蒋黼が野﨑家を訪問した際の様子を、両者の『日記』および野﨑家側の史料を通じ
て見てきた。以下、張謇と蒋黼の帰国後の足取りを追いながら、張謇と蒋黼が瀬戸内で目にした
〈塩〉が、中国といかなる関係を取り結んでいったのかを見ていくこととしたい。
張謇と蒋黼は、野﨑家を訪れた翌日、松永の塩業調査所の視察を終えると、下関、門司を経て、
夜行で長崎へと向かい、明くる午後には長崎から上海への帰途に就いた。たまたまそこで張謇、蒋
黼と同船した福建の官紳林炳章の日記によれば、「初四日、…適
たま
たま李直丈及び蒋伯黼も亦た長崎
より是の船に附し〔乗り〕滬〔上海〕に回
かえ
る。二君の暢談を得、甚だ慰めらる…。初五日、晴、…
日び張、蒋と談ず。季直云えらく、国に回りて、日本の煮塩の法に就きて塩政を酌改せんことを擬
す（已に機器数千元を購えり）、並びに師範を監辦せんことを擬す、と。甚だ其の言を韙
よ
しとす」
と見え32、これより張謇は帰国後、早速日本の製塩法を取り入れ、塩政改革を実施しようと意気込
図9　蒋黼手札
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33 以上、前掲渡辺惇「張謇の塩業経営と塩政改革運動」、182-184頁。
34	前掲『張謇全集』8、1019-1020頁。
んでいたことが窺える。
ここでまず、張謇に塩政改革を思い至らせた背景として、当時の中国の塩政にどのような問題が
存在していたのかを、彼の郷里である両淮（江蘇省北部の海浜地帯）の状況に照らして、簡単に確
認しておきたい。先行研究によれば、その要点はおよそ次の2点である。
①まず、当時の中国では、専制王朝体制が塩利の最大の確保を目的として、人口の最も稠密な湖
北、湖南、江西、安徽、江蘇の各省を行塩地（販売区域）として設定し、特定塩商に販売特権を与
えて、独占的に塩を供給することを保証していた。しかし、太平天国の乱により、淮南塩の湖北、
湖南への販売が途絶、両淮行塩地は大幅に縮小。生産塩の堆積と売れ残り、収塩業者（場商）によ
る生産者（竈戸）からの買いたたき、関係労働者の失業問題をひきおこしていた。また生活が困窮
した生産者や労働者によって私塩も横行するようになった。同地の塩は政府のドル箱であったた
め、生産の恢復は喫緊の課題であり、そのため塩場の整理と再編、製塩技術、収塩・生産関係の改
善、販運の合理化が進められなければならなかった。
②さらに、両淮塩場で進行してた矛盾弊害は、塩
えんきょう
梟（私塩集団）による私塩活動の激化を促し、
彼らが秘密結社と結び、民衆反乱の温床になっていただけでなく、彼らに糧をも提供し、支配体制
の根底を揺るがす問題となっていた33。
このように両淮の塩政の問題は、民生の安定を乱すというだけでなく、清朝の統治体制の根幹を
も揺るがしかねない大問題であった。この大問題に対し、張謇はその解決の糸口を瀬戸内の〈塩〉
に求めたのである。すなわち、先にも触れた通り、張謇はこの問題の解決策として、世襲の特許商
人に塩を販売させ、塩税納入を請負わせる商専売制を廃止し、塩場の整理と再編を行い、近代的生
産・経営のもと、塩税を生産地で一括して徴収し、販売を自由化する方法（「以設廠造塩之新法、
行就場徴税之名言」）を構想した。そして、この構想を実現するために、製塩会社である同仁泰塩
業公司を設立し、瀬戸内で目にした製塩法を導入し、塩政改革を進めようとしたのである。
張謇は日本から帰ると、この製塩会社の設立をすぐに実行したようである。彼の自訂年譜に拠れ
ば、光緒29（1903）年7月の条に「呂四の塩業公司を営む」と見える。さらに翌光緒30（1904）年
正月には「『変通塩法奏』を草す」と見え、さらに同年3月には「試みに日本の塩田を倣う」等の
語も見える34。それでは張謇は、この会社を設立して具体的にどのような活動を行ったのか。当時
両江総督に上呈された「為設立塩業公司並籌改良之法呈江督文」（1904）によれば、この同仁泰塩
業公司の設立の経緯や当初の活動は以下のようであった。
伏して査するに、江北の商務、塩を以て大宗と為すも、近数十年、私
しきょう
梟充斥し、前より十倍
す。其の故は皆な出塩の地、紛歧四散し、稽察するに難きに由る。紗廠の法に倣い、廠を設け
て竈を筑き、人を雇いて聚めて煎らんことを欲す。又た塩は鹵より出づるを以て、先に多く鹵
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35 同上『張謇全集』1、55頁。
36 同上『張謇全集』1、79頁。
を蓄うるの計を為すに非ずんば不可なり。聞くならく、日本向
さき
に塩田有り、近く兼ねて美
アメリカ
国造
塩の法を用うる有り、と。故に二十九年〔1903年〕四月に於いて、親しく日本の各産塩の処
所に至り、周く咨り博く考う。其の法、天に恃まずして人に恃み、実に中国に較べて優れりと
為す。之を以て廠を設け聚めて煎るは、把握〔自信〕有るに似たり。然れども試みに以て人に
語るも、往往にして疑信参半〔半信半疑〕たれば、法を設けて試験し、明效衆著たるに非ずん
ば、以て風気を開きて実業を昌
さか
んにする無し。
適
たま
たま呂四旺長発の塩垣〔塩商〕、連年、虧折せる〔赤字を出す〕を以て出售〔売却〕せ
ば、因りて閏五月の間に資を集めて向いて買い、名を同仁泰塩業公司に更
か
う。整頓、改良並び
行うの計を為し、一面、場垣の総巡巡役、竈頭竈長より以て捆忙鈎扛簽掀捅席等の項に及ぶま
での所
あらゆる
有病商、病丁の弊を将
もち
て、力めて為
ため
に湔
せんじょ
除〔あらい除く〕し、並びに積年、久しく塞が
れたるの港、久しく墊
くだ
れるの塘
つつみ
を将て、労費を惜しまず、悉く為
ため
に浚
しゅんへき
辟〔さらい開く〕し、務
めて煎丁と垣商との利害を直接たらしめ、産数を整頓し、以て目前を顧みる。一面、人を派し
て日本松永町塩業調査所に在りて、塩田を製造するの法を学習せしめ、改良持久の備えと為
す。半年以来、費已に万に及ぶ35。
このように張謇は、近年「私梟」が蔓延しているのは、塩の産地が散在し監督ができないため
で、その解決のために会社を設立して、一括して生産を行うことを計画していた。そこで、日本を
視察したところ、実に優れており、日本式の製塩法で会社を設立してまずは試してみたいとして、
目下、経営状況がよくなかった呂四の塩商を買収して同仁泰塩業公司を設立し、生産の合理化、塩
場の整備を進め、その一方で松永の塩業調査所への人員の派遣等も行っている、というのである。
このほか、同じく両江総督に上呈された他の資料に拠れば、「日人崛
ママ
田信男、德田乙五郎、石井千
代吉三人」を雇用して呂四の塩田の建設を指導させた、とも見える36。堀田信男は、さきに張謇が
広島県松永町を訪れた際に訪ねた、二重底塩釜を発明したという人物である。すなわち張謇は、帰
国後も瀬戸内の塩業調査所や堀田信夫といった人物と緊密に連繋しながら、彼の故郷通州で同仁泰
塩業公司を設立し、新たな製塩事業に取り組んでいたのである。
しかし、この日本式の製塩法は、必ずしも成功しなかったようである。開業して3年ほどが経っ
た1906年にはひとつの結果が出ようとしていた。すなわち、張謇が両淮塩運司に送った書簡によ
れば、開業以来、雨が多かったことや燃料となる草や石炭の値段があがったことなどのマイナス要
因も重なり、この間彼が試みてきた浙江方式、海州〔江蘇省北部〕方式、旧来方式、日本方式のい
ずれの方法にも問題があった、という。そして、最終的には、天日乾燥による製塩法である「板
曬」方式が、燃料となる草や石炭も必要なく、経費を削減できるということで、これ以外に方法が
ない、とされるのである。日本方式は、製塩方法が煩雑であったことと、燃料となる石炭の値が高
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37 同上『張謇全集』2、196頁。原文は以下の通りである。
	 較論製塩方法、浙江法刮土不精、鹵濁而塩色暗、海州法水土不宜、鹵薄而成塩遅、皆非所宜。旧法不能遽
廃、然苦於地散而草貴、地散則防難、草貴則本重。日法可以拡充、然苦於製繁而煤貴、製繁則工迂、煤貴則本
亦重。板曬雖亦利於天晴、究以不用煤草、需本略軽。捨此亦別無補救改良之策。
38 前掲渡辺惇「張謇の塩業経営と塩政改革運動」、188-194頁。
39	渡辺惇「近代中国における塩業改革の進展―久大精塩公司を中心として―」（『熊本大学教育学部紀要』
30、熊本大学教育学部、1981）。
かったため、コスト面で採用できなかったのである37。
もっとも、これによって完全に日本方式が捨て去られたというわけではないだろう。この書簡で
は、引き続き、次のようにも述べられている。
日法の精製塩、改良塩〔板曬塩〕を将
もち
て重淋〔再び溶かす〕し復製せるに係り、原
もと
以て進口
洋塩〔西洋からの輸入塩〕の抵制〔対抗〕と為す。本年、運びて意
イタリア
国賽会〔万国博覧会〕に赴
くに、各国評議称して色、味俱
とも
に佳しと為し、最優等の奨牌を得。査するに、中国製塩、精な
らざれば、洋人借口する所有り、故に従前、洋塩進口〔輸入〕の要挟〔おどし〕有り。…呂
塩、既に最優の奨牌を得ば、洋人尤も食を愿
ねが
うの拠
よりどころ
有らん。現在、宿遷〔江蘇徐州府の地名〕
の玻璃廠〔ガラス工場〕、日ならずして器皿雑件を出だすを可とせば、即
ただ
ちに倣いて瓶装を製
し、精製塩を運び、另
べつ
に木箱を用いて配して塩磚〔塩のレンガ〕を装し、専ら上海の租界に至
りて銷
しょうしゅう
售〔販売〕せんことを擬す。中外各報館及び洋行に詢拠するに、其の毎年の銷数を核す
る〔調査する〕に、甚しくは多からずと雖も、然れども沿江の各商埠、租界に、当に推行すべ
し。且つ是れ中国製造品の一たれば、亦た中国衛生の進步の一を表
あ ら わ
見さん。
このように、日本方式で生産された精製塩は、改良塩から再製するということで、コストは高
かったであろうが、色味ともによく、1906年のミラノ万国博覧会で最優等賞を獲得したということ
である。これにより、張謇はこれを上海の租界向けに販売して、「洋塩」に対抗し、さらに「中国
衛生の進歩」を示そうというのであった。
張謇はこののち、辛亥革命時期には江蘇両淮塩政総局の総理に就任し、また民国初期には農商部
総長として塩政改革の推進に辣腕をふるった。しかし、商専売制を打破し、販売の自由化を進めよ
うとする張謇の改革は、既得権益を有する塩商勢力や保守派からの強い抵抗に遭遇しただけでな
く、さらに列強の塩政権への介入、現実的諸条件の未整備といった問題にも突き当り、失敗と挫折
の連続であった。結局のところ、張謇の努力は未完成に終わったのである38。
もっとも、それは単なる徒労に終わっただけではないだろう。張謇による製塩技術の改良によっ
て「洋塩」に対抗すべく生産された呂四の精製塩は、1914年に景本白らによって天津に設立された
久大精塩公司へと継承され、久大公司の大発展とともに、中国人の食生活を「粗塩」から「精塩」
に向上させるうえで先導的な役割を果たしたのである39。つまり、瀬戸内の〈塩〉も、こうした張
謇による塩業改良や良質塩製造に向けた努力とその中国での継承・発展のなかで、陰ながら、中国
の衛生の進歩や食生活の向上に一役買った、といって差し支えないだろう。
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ところで、一方の蒋黼である
が、彼の帰国後の足取りははっき
りとせず、おそらく羅振玉ととも
に両広総督岑春煊、江蘇巡撫端方
の幕下にて学務に従事していたも
のと思われる。張謇とは異なり、
彼が塩業に積極的に関わっていた
様子は見出すことができない。し
かし、先に触れた通り、彼は瀬戸
内の塩業視察の概要を「調査日本
塩業記」としてまとめており、彼
はこの一文を、彼と羅振玉が協力
して創刊した中国最初の農学専門雑誌といいうる『農学報』に掲載していた（図10）。瀬戸内の
〈塩〉についての知見は、こうして中国へと伝えられていったのである。
おわりに
以上、清末・明治期に日本を訪れた中国の官紳・張謇と蒋黼について、彼らの野﨑家を中心とし
た瀬戸内塩業の視察の様子、さらにそこで彼らが目にした瀬戸内の〈塩〉が中国といかなる関係を
取り結んだのかを見てきた。
これまで見てきた通り、張謇と蒋黼は、中国の実業振興への思いを胸に日本を訪れたのであっ
て、特に張謇はあらたに製塩会社を設立することで、当時問題の多かった中国の塩政を改善したい
との強い思いを抱いていた。そうした彼は、その問題を解決するための具体策を瀬戸内で発見した
のである。もとより、ここで張謇が見出した製塩技術は、中国の現実には必ずしも適合せず、広く
採用されることはなかった。張謇の塩政改革も結局のところ挫折に終わってしまう。しかし、ここ
で伝えられた技術は、中国で良質塩製造の端緒を開き、その後も受け継がれていったのである。す
なわち、瀬戸内の〈塩〉は、中国の衛生の進歩や食生活の向上に部分的な貢献を果たしたのであっ
た。
最後に留意すべきは、こうした技術移転を、「先進」から「後進」への移転、といった単純な図
式でとらえるべきではない、ということである。というのも、野﨑家での交流の跡から窺える通
り、そこには詩や書が多く残され、また迨暇堂で酒席が設けられるなど、この間の〈塩〉をめぐる
交流も、東アジアにおける伝統的な漢字文化や詩酒風流を貴ぶ文人文化といった共通の文化的基盤
があって、はじめて可能となったであろうからである。つまりこの交流も、東アジアで古くから相
互的に進められてきた共通化の歴史のなかの一齣ととらえるのが、より適切であろう。
図10　『農学報』第226号、1903
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40 前掲『張謇全集』4、579-580頁。
41 同上『張謇全集』2、743頁。
張謇は、逝去する2年前の1924年、南通を参観に訪れた日本青年会の一行を歓迎して演説を行っ
ている。そこではまず、「亜東の最も密切たる国家、中と日に非ずや」と提起され、さらに20年前
に日本へ視察に訪れたこと、またその時、師範学校の教習数名を招聘し、日本人と友人になるのは
その時から始まったことなどが述べられる。そして最後は、次のような一節で結ばれていた。
日本政府の国民に対するの政策、誠に尽く善しと為すも、惜しむらくは、其の対華の侵略政策
は則ち、未だ太
はなは
だ拙きを免れざるのみを。鄙人嘗
かつ
て謂えらく、中日親善せば則ち両
ふた
つながら利
し、否
しか
らずんば則ち両つながら利せず、と。日本決して中国を鯨吞する能わず。強いて之を為
さば、転
うた
た以て自ら斃
たう
るるに足る。曷
なん
ぞ舟を同じうして共に済け、力を合して以て欧美〔欧
米〕を捍
かんぎょ
御〔守り防ぐ〕するに若
し
かんや。果たして親善するや、則ち両国の前途、必ず燦爛と
して光明たり。如し其れ否
しか
らざるや、前途殆ど不可思議なり。諸君の鄙人に属して意見を抒述
せしむるを承け、敬して諸君が為に懇切に之を言う。鄙人嘗て屡しば貴国の同志に晤するに、
蓋し是れを以て説き進めざるなきなり。諸君既に南通に賁
ひ り ん
臨〔いらっしゃる〕するに至らば、
尚お祈るらくは、各項の事業に対して、詳晰して指示せられんことを。凡そ以て改進に資する
べき者は、当に誠を竭
つ
くして領受すべし40。
当時、日本が第1次大戦で山東を占領し、また対華21か条要求を突き付けるなどしたことで、中
国の対日感情は急速に悪化していた。また1920年3月には麻田作三少佐以下日本軍人数名が許可な
く南通に上陸し、狩猟や遊覧に興じていたとのことで、張謇は日本政府に激しく抗議している41。
「惜しむらくは、其の対華の侵略政策、未だ太だ拙きを免れざるのみを」と張謇がいうのは、こ
うした事態を指しているのであろう。しかし彼は、それでもなお、日中親善は両者に利益があり、
日本が無理に中国を呑みこもうとしても、自殺行為となるだけである、それよりも同舟共済して、
力を合わせて欧米に抵抗するほうがよほどよいのではないか、親善すれば両国の未来は明るく、そ
うでなければ前途はどうなるかわからない、私はかつて貴国の同志に会うと、いつもこう進言して
きた、と続けるのである。すなわち、ここから読み取れるのは、張謇が日本人と行った交流の基底
には、こうした欧米には同一化できない、アジア人としての連帯意識や共同意識があったのであろ
う、ということである。したがって、この点からいえば、瀬戸内の〈塩〉はアジア連帯のひとつの
象徴でもあったわけである。ただ嘆くべきは、その後の日中間の歴史が、張謇が危惧したまさにそ
の通りに進んでしまった、ということである。このことは、張謇のいう通り、ただただ惜しむばか
りである。
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